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研究成果の概要（和文）：本研究では，古写真とその記憶を博物館の生涯学習事業として広く共

有・活用する手法を確立することを目的とした。結果として，①生涯学習の機会となる古写真

とその記憶の収集から活用に至るプロセスが確立できた，②古写真を用いて地域の環境と景観

の形成過程を解読する方法を開発した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we aim to establish long life learning methods
that share and utilize old photographs and owner’s memories. In results, we establish
①the long life learning process leading to utilizing from the collecting of old
photographs and memories, ②decoding method of regional environment and landscape
forming process using old photographs.
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１．研究開始当初の背景
我が国は本格的な少子高齢化が始まり，経

済成長を第一とする社会から「人口及び物質
的消費の成長をあきらめても、生活の質を成
長させることはあきらめない」と定義される
成熟社会（ガボール，1972）への転換の時期
を迎えている。この成熟社会の実現に向けて，
全ての世代の地域住民が生活基盤となる自
然・環境を理解し，人間の知恵を含めた人と
自然の共生関係を伝え合い，未来に向けた行

動につなげていくことがこれまで以上に求
められる。ここで生涯学習機関として博物館
が果たす役割は極めて大きい。

自然減による人口減少を既に経験してい
るフランスでは，約 15-20km 四方のエリアで
構成され「生活・環境博物館」と訳される（新
井，1987）「エコミュゼ」が上記の機能を担
っている。中でも地域住民と共に行う古写真
とその記憶の収集活動は，地域社会の知恵が
画像およびテキストで整理され，専門家と共
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に分析され，学習素材として地域に還元され
るというプロセス全体が生涯学習の機会と
なるものである。

また，体験型へシフトしつつある国内の博
物館であるが，設置区分によって研究分野や
事業内容に専門化が見られ，地域社会が求め
る「人と自然の関わり」といった総合的な取
組みは未だ少ない。一方で登録博物館の資料
収集・研究は，設置範囲の地域・流域単位の
活動が求められ，地域固有の情報を広域に分
析するという命題が生じる。これらの状況か
ら，我が国の博物館にとって古写真とその記
憶をあわせて収集・活用することは，「人と
自然の関わり」といった総合的な課題に対し
て有効であり，収集・研究から活用まで全て
のプロセスが生涯学習の機会となりえるが，
その広域収集と記憶の分析手法に関して大
きな課題があると言える。

２．研究の目的
本研究では地域住民が家庭で保存してい

る古写真とその記憶を広域に収集し，博物館
の生涯学習事業として広く共有・活用する手
法を確立する。その結果をもって，従来の博
物館では困難であった「人と自然の共生関係
の理解」といった総合的な社会的課題を解決
する，新たな生涯学習のあり方の提案を行う
ことを目的とする。

一般家庭に保存されている古写真とその
記憶を，地域住民と共に，かつ広域に収集・
分析するシステムを確立することは，従来の
直接型資料収集とは大きく異なる手法開発
であり，広い専門分野を総合的に捉えるべき
博物館学にとって広域レベルで人と自然の
共生関係を読み解くという大きな前進を得
る。

３．研究の方法
（1）古写真の古写真と記憶の収集から活用

までの手法の確立
兵庫県下から兵庫県西播磨地域佐用町上

三河地区・河崎地区・船越地区・漆野地区，
同但馬地域山東町与布土地区，同淡路地域淡
路市仁井地区，同阪神北地域川西市黒川地
区・三田市相野地区を調査対象地区として，
地域住民から古写真を収集した。あわせて古
写真に関係する記憶を収集するため，収集し
た古写真を用いて調査対象地区においてヒ
アリング調査，アンケート調査，古写真展，
語る会を実施し，効果的・効率的な手法を比
較検討した。これらの会におけるヒアリング
調査を通じて，古写真地域住民間での共有・
活用方策を検討した。
（2）景観分析による集落の様子の再現

三田市相野地区の古写真収集においては，
地域理解の手法として，景観分析によって当
時の集落の様子を再現することを試みた。景

観分析は，①被写体となっている地形を現在
と比較することで位置と撮影方向を推定し，
②現地踏査によって位置と撮影方向を特定
し，③被写体や他の地物を古写真間で比較す
ることで時系列を整理することで，地域（集
落）とその景観の形成過程を解読した。

４．研究成果

（1）古写真の古写真と記憶の収集から活用

までの手法の確立

全調査対象地区を通して行った①古写真
の一時期借用，②博物館でのデジタル化，
③提供者への返却，デジタルデータの使用
許諾の取得および記憶の取得（アンケート），
④地域での古写真展開催を通した記憶の二
次データ（他者の記憶）の収集は，博物館
による古写真とその記憶の広域収集の手法
としてほぼ確立され，本研究の目的の一つ
である「新たな生涯学習のあり方の提案」
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図１ 古写真・記憶収集と博物館の役割



の骨格となった。提供者から得られた記憶
によって，古写真に写る景観，構成物に加
えて生活に関する情報も多数得られ，生涯
学習の素材として極めて有効なデータが得
られた。
提供者から得られた古写真と記憶を用い

て開催した古写真展におけるヒアリング調
査および据え置き記載調査では，数は少な
いながらも古写真には写っていない当時の
様子や暮らし，生き物に関する情報が得ら
れた。この二次データ（想起データ）を得
る過程自体が来場者のコミュケーションを
誘発し，当時の様子を他者に伝える生涯学
習のプロセスに繋がっていた。図 2 と図 3
に一例を示す。
小学生による自宅での古写真収集と，祖

父母世代からの記憶の収集といった学習プ
ログラムを実施した結果，前述した二次デ
ータ（想起データ）に近い記憶を収集する
ことができた。この方法は，簡単に小学校
で実施でき，大量の古写真と記憶を収集す
る手法として期待できる。

兵庫県朝来市与布土地区において実施し
た，写真提供者が参加者に向かって当時の
様子を語る会においては，細かな情報まで
伝達者と参加者間のコミュニケ－ションを
通して行われると共に，地域づくりの方向
性を議論するに至った。この方法は，生涯
学習を通じた地域づくりの手法として，今
後期待される。
以上の結果から，古写真とその記憶によ

って人と自然の共生関係を読み解き，成果
を地域に還元するまでを地域住民と共に行
うことは，【収集】～【研究】～【活用】
といった博物館活動のプロセス全てが生涯
学習の機会となることが明らかとなった。

国内のどの地域でも保存されている古写真
を素材とした「住民参画型調査と相互学習
手法の確立」の手法が確立されたと言えよ
う。

（2）景観分析による集落の様子の再現
古写真を用いて，戦前からの開拓村である

兵庫県三田市相野地区平野集落の居住環境
と景観の形成過程を解読する方法を開発し
た。以下にその方法をまとめる。
①M 家所蔵の古写真 231 点の中から，確実に
現存する山や池といった地形を元に，撮影場
所と被写体の方向を同定することを通して，
平井集落を確実に対象とし，現況の平野集落
との地理的関係を検討しうる 27 点を抽出し
た。
②キーとなる地物「M 家主家」「圃場法面」の
写る古写真を比較することから，それらの写
真を時系列的に整理した。
③②で整理した時系列を元に，撮影場所の移
動と撮影内容の移り変わりを読み取り，3 つ
に時期区分を設定し 27 点の写真から 21点を
分類した。
④③において設定した 3つの時期区分毎に建
物や土地利用を判読し，形成過程を解読した。

以上のように，地域から収集した古写真を
用いて，当時の居住環境や景観の形成過程を
一定の精度で解読する手法を開発した。しか
し，164 点もの調査対象となる古写真があり
ながら，撮影場所と被写体の方向が同定でき
た 27点に基づいた解読に留まった。今後は，
広範かつ詳細に空間的変遷を解読し，それを
博物館の生涯学習事業として地域住民へ提
示することで，広く共有・活用する手法を開
発する必要がある。

図 2 小学生による古写真の収集と聞き取り文 図 3 提供者による写真説明（記憶）と観覧者

の想起データ
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図 4 古写真からの地物の読み取りイメージ
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